
指定管理者からの令和４年度事業報告概要 

施 設 名     岡崎嘉平太記念館 

【指定管理者の概要】 

名 称 公益財団法人岡山県郷土文化財団 代表者 理事長 石井 清裕 

所在地 岡山県岡山市北区表町一丁目７番１５号 

【指定管理の概要】 

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月31日 報告期間 令和４年４月１日～令和５年３月31日 

管理業務 

の内容 

岡崎嘉平太記念館の ・業務の実施に関すること。  ・施設等の維持管理に関すること。 

           ・行為の許可に関すること。  ・その他運営に関すること。 

【管理体制の状況】 
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【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

 資料の閲覧・借受  合  計 

許 
可 
件 
数 

４年度 5  5 

３年度 5  5 

増減 0  0 

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

施設等の維持管理業

務 

・施設、設備保守管理 ・施設清掃 ・警備 

 

行為許可業務 計５件許可 〔内訳〕報道機関：３件 その他：２件 

自主企画事業 
計12回開催 〔主な内容〕・写真展 ・講演会  ・出前講座   
                  ・企画展「岡崎嘉平太と日中国交正常化－その後に続 

く交流の足跡」 等 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

      合  計 

収 入 額       

利用件数       

減 免 額       

減免理由  
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 

 ４年度  
３年度 備 考 

対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 24,670,544 261,914 24,408,630 ４年度収入額 

その他の主なもの 

・記念館への寄付金 

 118,163円 

 
内 

訳 

指定管理料 24,547,471 147,511 24,399,960 

利用料金収入 0 0 0 

事業収入 0 0 0 

その他 123,073 114,403 8,670 

 支 出 額 Ｂ 24,670,544 261,914 24,408,630 

内 

訳 

人件費 14,705,901 670,691 14,035,210 

管理運営費 6,615,557 99,508 6,516,049 

事業費 3,349,086 △508,285 3,857,371 

その他 0 0 0 

収 支 額 Ａ－Ｂ 0 0 0 

県への納入金 － － － 

実質的な県負担額 24,399,960 0 24,399,960 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管

理 

運

営 

状

況 

①適切な施設 

管理の履行 
Ｂ  事業計画に沿った適切な管理が履行された。 

②法令等の遵守 

状況 
Ｂ  関係法令に基づく義務は適切に履行された。 

③安全性の確保 Ｂ 
「安全管理マニュアル」及び「緊急事態対応計画書」に基づき、定期的

に防災訓練及び消防設備点検を実施する等、安全確保が図られた。 

④財産の適切な  

管理 
Ｂ 

 指定管理者に起因する施設設備の破損、損傷はなく、適切に管理され

た。 

導

入 

効

果 

①利用状況 Ｂ 

 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う事業の中止や会期の短縮などの

影響を受けたが、記念事業の展開等に努めた結果、前年度比36.2％増加

した。 【利用者数】R４:16,965人←R３:12,460人 

②収支状況 Ｂ 
 電気料金の高騰により管理費が増加したが、事業費の経費削減や指定

管理料の増額により、収支均衡が図られた。 

③サービス向上 Ｂ 
 独自企画のイベント、記念館内外での講座の実施、休憩スペースの地

域住民向け開放など、サービスの向上が図られた。 

管理運営業務全般 Ｂ 

 協定書、事業計画書、収支計画書に基づき、適切に管理運営業務が実

施されている。特別企画展や記念事業などに工夫を凝らすとともに、記

念館内外での講座を継続する等、岡崎嘉平太の顕彰と功績の普及に積極

的な取り組みがなされた。 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。       Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。Ｄ：予定していた業務水準を下回った 


